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2024 年 3 月 3(日)，第 62 回日本

語教育方法研究会が愛知大学で開催

されました。参加者は 182 名（会員

149 名，非会員33名）で，一日を通

して活発な意見交換が行われました。

3月 1日（金）には，運営委員会が

開かれました。議事については，こ

のレターの記事をご覧ください。

次回の第 63 回研究会は 2024 年 9

月 7 日（土）にオンラインで開かれ

ます。皆様，奮ってご参加ください。

開催を終えて

高村 めぐみ

（愛知大学）

第 62 回研究会は，2024 年 3 月 3

日（日）に愛知大学で開催されまし

た。いろいろ至らない点も多くあっ

たかとは思いますが，運営委員の皆

様をはじめとする多くの方々のご協

力のおかげで，無事に終えることが

できました。当日は，70件と大変多

くのポスター発表があり，計 182 名

の方にご参加いただきました。今回，

初の試みとして，各自で昼食を持ち

込み，好きなトピックの島で意見交

換をする「昼食交流会」を行いまし

た。自由度の高いテーマを設定した

ことに好意的な意見があり，今後も，

参加者の方がある程度自由に話し合

える場を提供できればと思いました。

また，当日は本学学部生がアルバイ

トとして補助作業を行いましたが，

参加者の方々の熱心な様子を見て，

大いに刺激を受けておりました。こ

のような機会を与えてくださり，改

めてお礼を申し上げます。今後も日

本語教育に携わる方にとって親しみ

やすく，参加しやすい会が続いてい

くことをお祈り申し上げます。

講評

松崎 寛

（会長）

以下，第62 回研究会の講評のとき

に述べたことですが，記録の意味で

掲載します。これは会長の講評とい

うより，研究発表に関して，複数名

の運営委員や参加者から出ている意

見です。次回以後，ご留意願います。

(1)会誌原稿：発表以前の段階のお願

いですが，書式や先行研究の記述が

不十分な原稿が多数あります。毎回，

編集委員のみなさんが，執筆者と何

度もやりとりをして質を高める努力

をされています。「発表案内」を熟

読して細心の注意を払って入稿して

ください。

(2)発表の内容：JLEM は「査読なし」

で多くの方に発表機会を提供するこ

とを目指していますが，実際には編

集委員のみなさんが，会の趣旨に合

わないものや内容が不十分なものに

対して加筆修正を依頼しています。

JLEM は，「日本語教育の現場に役立

つ，日本語教育方法に関する実践的

かつ科学的・実証的調査を推進し，

この研究調査に関して情報の交換を

行うことによって，日本語教育の質

の向上を図ることを目的としていま

す（サイト「JLEM の紹介」より）」。

内容学や理論寄りの研究であったと

しても，最終的にはその成果が教育

現場へ還元されるような明確な目的

をもって研究を行ってほしいと思い

ます。また，加筆修正は求めないま

でも，「考察」がなかったり，「結果」

が不十分だったりする，「やってみ

ました」「作ってみました」で終わ

っているものも散見されます。ポス

ターを前にした議論で聴衆が最も興

味を持つのは，発表者の考察です。

ここが欠けた，「研究」として不完

全なものにならないようご留意くだ

さい。

(3)発表の方法：ポスター発表は口頭

発表とは異なり「やりとり」が命で

す。しかし，概要説明が非常に長か

ったり，一人の質問に対する話が

延々続いたため「質問したかったけ
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ど他の発表に移動した」人がかなり

あります。説明は簡潔に，より多く

の人と議論ができるように，ご配慮

をお願いします。また，これは聞く

人へのお願いでもありますが，質問

が聞こえず，やり取りがよくわから

ないことも多々あるようです。例え

ば発表者が質問内容を繰り返す等，

質疑を場全体で共有するご配慮もお

願いできればと思います。

次回開催にあたって

内藤 真理子

（事務局）

第 63 回研究会は，2024 年 9 月 7

日(土)に Zoom の会議システムを利

用して遠隔で開催します。第 63 回研

究会では，運営上の都合により発表

件数の上限を 80 件とします。発表申

込件数がそれを上回った場合には，

発表申込をされた方を対象に抽選を

行い，発表をしていただく方を決め

る予定です。抽選から漏れた方は，

会誌原稿掲載をもって発表成立とし

ます。詳細については，「発表申込

みのご案内」をご覧ください。また，

事前の動作確認の御依頼には対応い

たしかねますので，各自で行ってく

ださい。

第 17 回 JLEM 優秀賞

JLEM の「優秀賞」は，①課題の設

定やその検証の視点の独自性，②教

育実践，研究成果の発展性，③ポス

ターの作り方（ポスターが見やすい

か，内容理解を促進しているか）と

いう 3 点を基準に審査され，優れた

発表を行った会員に授与されるもの

です。また，優秀賞以外にも顕彰に

値する発表があった場合には「奨励

賞」が授与されます。さらに，「ポス

ター賞」はポスターが優れている発

表が選ばれます。

今回も規定通り，会長，事務局，3

名の運営委員で構成される JLEM 賞

選考委員会で審査を行いました。結

果は，以下のようになりました。

「優秀賞」高橋亘（神田外語大学）・

工藤嘉名子（東京外国語大学）「オ

ンデマンド教材を併用したブレンド

型初級文法授業」

優秀賞の高橋亘氏・工藤嘉名子氏

の発表は，対面授業に非同期型のオ

ンデマンド教材を併用したブレンド

型初級文法授業について報告したも

のです。オンデマンド教材の導入に

より，従来の対面授業から，どのよ

うに授業設計が変化したかを，ＳＡ

ＭＲモデルという理論を援用し，予

習・授業・復習・まとめクイズそれ

ぞれについて分析しました。そして

多くの履修生にとってオンデマンド

版の教材は日本語学習に有用であっ

たこと，またその学習はさほど負担

感がないことが示された点が，高く

評価されました。

また，ポスターは見やすいだけで

なく，考察として訴えたい点をポス

ターの中心に据え，非常に分かりや

すく作られており，ポスターに対す

る評価も非常に高かったです。

さらに，今後はアクセスログと成

績の関係など，ブレンド型文法授業

の効果に関する調査も是非伺いたい

という声もあり，今後の発表も期待

されます。

受賞のポスターは本会のホームペ

ージに掲載されていますので，ぜひ

ご覧ください。

（長谷川守寿）

運営委員会報告

運営委員会は，3月 1日(金)に

Zoom を用いて開かれました。32 名

の運営委員のうち 17 名が参加し，

15 名から委任状が提出されまし

た。今回の運営委員会で報告・審議

されたことを，以下にご報告いたし

ます。

①会員数：2024 年 2 月 29日現在，

732 名（国内 700 名，海外 32 名)。

②運営委員の異動：なし。

③会誌送付方法の変更：クロネコヤ

マトの発送システム変更に伴い今期

はゆうメールで送付。今後はゆうメ

ールもしくは第四種郵便利用申請の

可能性を探りつつ，送付方法につい

て検討する。

④今後の開催予定：第 63 回研究会

（2024 年 9 月 7 日）は，オンライ

ン開催（Zoom）を予定。第 64 回研

究会（2025 年 3 月）は，桜美林大

学町田キャンパスで対面開催を予

定。対面／オンライン開催方法の時

期・地域については，事後アンケー

トも参考にしつつ，継続審議。

(松崎寛)

事務局よりご連絡

●発表者の会費支払期限

第 63 回研究会で発表するために

は，発表者（複数の場合は全員）は

応募時点で 2024 年度の会費（2024

年 4 月からの新年度分）を支払って

いなければなりません。期限は
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2024 年 7 月 2日(火)です。その時

点で入金が確認できない方について

は，発表申し込みを受け付けること

はできませんので，早めに入金を済

ませてください。昨年度の会費が未

納の場合，今年度に会費を支払って

も，昨年度分に充てられるため，今

年度分は未納のままとなります。発

表申し込みの前に，必ず発表者全員

が各自の会員ページで会費支払いが

済んでいることをご確認ください。

●発表をお断りする場合

本研究会では，以下の場合発表をお

断りする場合もありますので，ご承

知おきください。

①本研究会，または他の学会・研究

会で既に発表された内容のもの

②研究倫理上問題があると考えられ

るもの

③特定の個人や集団を攻撃する内容

のもの

④特定の教材，商品，サービス等を

宣伝するもの

⑤日本語教育との関連が見出せない

もの

●住所変更等

JLEM では，会員管理システムに登

録された会員住所に会誌を送付して

います。現在，クロネコヤマトメー

ル便の廃止に伴い，新たな送付方法

を検討中ですが，住所変更の有無に

かかわらず，以下を会員専用サイト

にて改めて確認していただけますよ

う，お願い申し上げます。

・集合住宅にお住まいの場合：建物

名まで入力されているか

・郵便受けの表札名とご登録の苗字

が異なる場合：住所末尾に「○○

方」と追記されているか

（内藤真理子）

会費納入について

会計年度は，4 月から 3 月で

す。前号のニュースレターでもお願

いしましたが，研究会のスムーズな

運営のためにも，6月 30 日までに

お支払いくださいますようお願いい

たします。

また，各研究会の際に会費納入が

終了していない場合は，研究会まで

に会誌が送付されず，後日送付され

ることになります。また，それによ

り，運営委員の手間が増えることに

なります。それはともかく，研究会

の際，会誌が手元にないと不便だと

思いますので，余裕をもってお支払

いをお願いいたします。発表申込の

締切日を目安とお考えください。

●振込先

①郵便局の電信払込の場合

記号：10140

番号：69076511

加入者名：日本語教育方法研究会

振込者名：（氏名だけでかまいませ

ん）

②銀行からの振込の場合

銀行名：ゆうちょ銀行

金融機関コード：9900

店番：018

預金種目：普通

店名：〇一八店（ゼロイチハチ店）

口座番号：6907651

加入者名：ニホンゴキヨウイクホウ

ホウケンキユウカイ

振込者名：（氏名だけでかまいませ

ん）

●所属先名で振り込む場合

所属先の前に必ずご登録の会員名を

ご記入ください。所属先が前だと会

員名がカットされることがありま

す。

●会員番号で振り込む場合

会員番号の前に必ずご登録の会員名

をご記入ください。会員番号が前だ

と会員名がカットされることがあり

ます。

●ご登録の会員名と異なる名義で振

り込む場合

必ず振り込みの度に，ホームページ

の「お問い合わせ」より，その旨ご

連絡ください。

●振り込む方の名義が外国語で表記

される場合

ご登録の会員名が確認できないこと

がよくあります。特に，中国の方は

ピンインで表記されることが多いた

め，ご登録の会員名（JLEM のシス

テムでは漢字とカタカナのみ）を検

索して確認するのに時間がかかって

います。お手数ですが，振り込んだ

というご連絡をいただけると助かり

ます。

（内藤真理子・高橋亜紀子）
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運営委員会メンバー

会長：松崎寛（日本大学）

事務局：内藤真理子（電気通信大

学），畠山理恵（文化学園大学）

会計：伊藤夏実（東京農工大学），

島崎薫（東北大学），高橋亜紀子

（宮城教育大学），平田秀（武蔵野

大学）

編集（ニュースレター担当）：世良

時子（上智大学）

編集（会誌担当）：内山喜代成（桜

美林大学），榎原実香（東京工業大

学），大津友美（東京外国語大

学），尾沼玄也（拓殖大学），香月

裕介（神戸学院大学），鴈野恵（筑

紫女学園大学），工藤嘉名子（東京

外国語大学），栗原通世（国士舘大

学），小森万里（大阪大学），佐々

木良造（静岡大学），鈴木綾乃（横

浜市立大学），生天目知美（東京海

洋大学），村上智子（山梨学院大

学）

編集（J-STAGE 担当）：寺嶋弘道

（立命館アジア太平洋大学）

情報管理：佐藤礼子（東京工業大

学），篠﨑大司（別府大学／株式会

社篠研），橋本直幸（福岡女子大

学）

企画・広報：河野俊之（横浜国立大

学），高村めぐみ（愛知大学），俵

山雄司（名古屋大学），中川健司

（横浜国立大学），根津誠（国際交

流基金），長谷川守寿（東京都立大

学），平山允子（日本学生支援機

構）

日本語教育方法研究会

問い合わせ先：jlem-ml@jlem-

sg.org

（レター編集：世良時子）


